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関東甲地連青年女性協議会
夏期交流集会

日　時　７月１１日(日)　10：00～16：30
場　所　水戸・自治労会館会議室
内　容　オンラインによる集会

態
調
査
の
中
で
、
職
場
の
改

善
要
求
が
『
職
場
の
人
員

増
』、『
年
休
の
自
由
取
得
・

完
全
取
得
』、『
時
間
外
労
働

の
縮
減
』
の
順
で
高
い
比
率

で
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

政
府
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

を
受
け
保
健
師
を
２
年
間
で

９
０
０
名
増
や
す
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。『
職
場

の
人
員
が
足
り
て
い
る
の

か
』、『
時
間
外
は
未
払
い
に

な
っ
て
い
な
い
か
』、『
勤
務

時
間
は
管
理
さ
れ
て
い
る

か
』、『
人
員
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
』
な
ど
、
秋
の
闘

第
２
回
  ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

労
基
法
を
職
場
に
活
か
そ
う

い
に
向
け
要
求
を
積
み
上
げ

て
い
く
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
第
１
講
座
「
労

働
基
準
法
の
基
本
の
キ
」
を

テ
ー
マ
に
松
上
隆
明
労
働
大

学
出
版
セ
ン
タ
ー
講
師
が
講

演
し
、「
労
働
基
準
法
は
労

働
条
件
の
最
低
限
の
定

め
」、「
週
労
働
時
間
　
時
40

間
・
一
日
８
時
間
を
超
え
て

働
か
せ
る
こ
と
は
原
則
と
し

て
違
法
で
あ
る
」
な
ど
労
基

法
の
基
本
を
説
明
し
ま
し
た
。

県
南
会
館
に
し
開
催
し
ま
し

た
。
講
演
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
で
受
け
、
　
単
組
　
名
が
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43

参
加
し
、
労
働
基
準
法
を
学

び
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
昨
年
実
施

し
た
県
本
部
生
活
・
労
働
実

イ
ン
会
場
を
自
治
労
会
館
、

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
自
治
労

　
県
本
部
第
２
回
ユ
ニ
オ
ン

セ
ミ
ナ
ー
が
５
月
　
日
、
メ

22

　
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

者
学
校
の
第
１
回
目
が
５
月

　
日
に
県
北
・
水
郡
・
水
戸

12ブ
ロ
ッ
ク
、
５
月
　
日
に
鹿

20

行
・
県
南
・
土
浦
・
県
職
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
水
戸
市
に
あ
る
自

治
労
会
館
と
牛
久
に
あ
る
自

治
労
県
南
会
館
を
ホ
ス
ト
会

場
と
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用

し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
単
組
を

つ
な
い
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
第
１
回
は
「
私
た
ち
の
課

題
と
要
求
づ
く
り
」
と
題
し

て
、
千
歳
県
本
部
委
員
長
が

講
師
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
歳
委
員
長
は
、
私
た
ち

の
取
り
組
む
課
題
に
つ
い

て
、
す
べ
て
の
単
組
で
賃
金

や
休
暇
制
度
の
改
善
、
長
時

間
労
働
の
是
正
と
人
員
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
定
年
制
延

長
へ
の
対
応
な
ど
人
勧
期
を

経
て
賃
金
確
定
闘
争
に
向
け

て
「
職
場
か
ら
の
要
求
づ
く

り
」
と
「
要
求
―
交
渉
―
妥

結
」
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し

て
い
こ
う
と
強
調
し
ま
し

た
。
　
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者

学
校
は
、
県
内
　
会
場
か
ら
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単
組
１
１
７
名
が
参
加
し

26ま
し
た
。

駅
悦
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詠
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詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

第
１
回
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校
開
く

確
定
期
ま
で
要
求
づ
く
り
を

第２回ユニオンセミナーで講演する労働大学出版センターの松上講師

公務労協総会であいさつする杉山議長

　
次
に
、
「
時
間
外
縮
減
と

人
員
確
保
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
、
生
井
澤
書
記
長
が

提
起
し
ま
し
た
。

　
昼
食
・
休
憩
を
は
さ
み
、

第
２
講
座
の
「
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
か
ら
見
た
職

場
」
を
同
じ
く
松
上
隆
明
さ

ん
が
講
演
。
「
働
き
方
改
革

関
連
法
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン

を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
許
容
す
る

ユ
ル
す
ぎ
る
法
」
と
批
判

し
、
「
年
休
の
年
５
日
取
得

の
義
務
化
や
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度
を
有
効
に
活

用
し
、
労
働
時
間
管
理
の
徹

底
を
出
発
点
に
」
労
働
組
合

の
点
検
と
是
正
の
重
要
性
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
参
加
者
は
「
職

場
の
労
働
実
態
に
つ
い
て
」

グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
討
論

報
告
を
行
い
、
生
井
澤
書
記

長
が
ま
と
め
終
了
し
ま
し

た
。
次
回
は
７
月
　
日
「
私

17

た
ち
の
生
活
・
職
場
と
政

治
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５月12日に日立市で開かれた県北ブロック活動者学校

　
自
治
労
や
茨
教
組
な
ど
で

つ
く
る
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
茨
城
県
協
議
会

（
公
務
労
協
茨
城
）
の
第
　18

回
定
期
大
会
が
５
月
　
日
、

21

水
戸
市
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
冒
頭
杉
山
議
長
は
、「
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
昨
年
は

書
面
開
催
だ
っ
た
が
、
今
年

は
感
染
拡
大
が
収
ま
っ
て
い

な
い
が
、『
労
働
組
合
は
顔

を
合
わ
せ
て
こ
そ
』
と
対
面

式
と
し
た
。
定
年
制
延
長
法

の
成
立
、
良
質
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
向
け
た
人
材
確
保
や

賃
金
改
善
な
ど
に
取
り
組

み
、
厳
し
い
時
代
こ
そ
労
働

者
の
連
帯
を
強
め
よ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
連
合
茨
城
の

内
山
会
長
が
駆
け
付
け
、
春

季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
状

況
や
衆
議
院
・
参
議
院
選
挙

公
務
労
協
茨
城
が
定
期
総
会

良
質
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
め
ざ
す
の
推
薦
候
補
の
支
持
拡
大
な

ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
経
過
・
決
算

報
告
の
提
案
と
承
認
の
あ

と
、
引
き
続
き
２
０
２
１
年

度
活
動
方
針
、
会
計
予
算
を

提
案
し
、
拍
手
で
承
認
し
ま

し
た
。

　
役
員
選
出
で
は
、
杉
山
議

長
（
茨
教
組
）
を
再
選
し
、

自
治
労
か
ら
は
千
歳
委
員
長

が
副
議
長
に
、
生
井
澤
書
記

長
が
事
務
局
長
に
、
柳
生
書

記
次
長
が
事
務
局
次
長
と
す

る
役
員
体
制
が
提
案
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
、「
２
０
２
１
春

季
生
活
闘
争
期
か
ら
勧
告
期

に
向
け
た
課
題
」
と
題
し
て

公
務
労
協
の
森
永
副
事
務
局

長
が
講
演
し
ま
し
た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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県
本
部
現
業
評
議
会
は
５

月
　
日
、
自
治
労
会
館
で
第

15
　
回
定
期
総
会
を
開
き
運
動

56方
針
な
ど
を
決
定
し
ま
し

た
。
　
は
じ
め
に
石
神
議
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
様
々
な
合
理

化
攻
撃
が
進
ん
で
い
る
が
、

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

守
る
た
め
に
も
現
業
職
場
を

守
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
千
歳
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
連
合
春
闘
の

状
況
、
衆
議
院
選
挙
の
推
薦

候
補
必
勝
と
次
期
参
院
選
に

現
業
職
場
を
守
ろ
う

向
け
鬼
木
ま
こ
と
自
治
労
組

織
内
候
補
の
支
持
拡
大
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
篠
崎
事
務
局
長
か

ら
２
０
２
０
年
度
活
動
経
過

報
告
、
杉
本
副
議
長
か
ら
２

０
２
１
年
度
運
動
方
針
の
提

案
が
あ
り
全
体
の
拍
手
で
承

認
し
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
取
手
市

職
の
杉
本
道
博
さ
ん
を
新
議

長
と
す
る
新
役
員
体
制
を
選

出
し
２
０
２
１
年
度
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

総
会
で
杉
本
新
議
長
を
選
出

い
た
農
産
物
・
食
品
に
つ

い
て
、
そ
の
名
称
（
地
理

的
表
示
＝
Ｇ
Ｉ
）
を
保
護

す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
農
林
水
産
省
が
管
轄
し

て
お
り
、
現
在
、
１
０
６

産
品
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
を
知
的
財

産
権
と
し
て
保
護
す
る
の
が

目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
書
類
審
査
を
中

心
と
す
る
日
本
の
制
度
は

不
十
分
と
の
指
摘
も
。
今

年
３
月
、
愛
知
県
の
「
八

丁
味
噌
」
を
め
ぐ
り
、
老

舗
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、

大
手
を
含
む
業
界
団
体
の

登
録
が
認
め
ら
れ
、
波
紋

を
呼
び
ま
し
た
。

　
伝
統
の
味
が
守
れ
な
く

な
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の

価
値
が
減
退
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
生
産
拡
大
よ

り
も
産
地
や
食
文
化
を
大

事
に
す
る
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
「
夕
張
メ
ロ
ン
」

の
よ
う
に
、
地
域
の

風
土
な
ど
と
結
び
つ

Ｇ
Ｉ
制
度

よ
う
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
で
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃

教
師
の
バ
ト
ン
」
を
つ
け

た
投
稿
を
呼
び
か
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
学
校
で
の

創
意
工
夫
、
ち
ょ
っ
と
役

立
つ
イ
イ
話
、
教
師
の
日

常
な
ど
の
投
稿
を
想
定
し

て
、
今
年
３
月
末
か
ら
募

集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
残
業
１

０
０
時
間
超
え
、
１
０
０

連
勤
務
」「
結
婚
し
家
庭
生

活
を
築
く
な
ん
て
無
理
」

「
夢
を
か
な
え
て
教
員
に

な
っ
た
が
、
　
年
も
た
な

10

か
っ
た
」「
と
て
も
じ
ゃ
な

い
が
、
若
者
に
バ
ト
ン
を

渡
せ
な
い
」
な
ど
、
長
時

間
労
働
な
ど
の
過
重
な
負

担
を
訴
え
る
声
が
次
々
に

投
稿
さ
れ
る
結
果
に
。
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
現
場

の
悲
痛
な
声
を
改
善
に
生

か
す
べ
き
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
が
教

員
を
目
指
す
若
者
に

仕
事
の
魅
力
を
伝
え

＃
教
師
の
バ
ト
ン

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。
労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労
茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に
直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案
ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の報酬お
よび経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。

　
「
し
っ
か
り
と
答
弁
し
て

も
ら
わ
な
い
と（
国
会
の
）委

員
会
が
止
ま
り
ま
す
の
で
、

た
い
へ
ん
迷
惑
で
ご
ざ
い
ま

す
」
　
４
月
　
日
、
衆
議
院
厚
生

28

労
働
委
員
会
で
田
村
憲
久
厚

労
大
臣
は
、
看
護
師
の
日
雇

い
派
遣
問
題
で
の
川
内
博
史

議
員（
立
憲
）の
質
問
に
ろ
く

に
答
え
な
い
内
閣
府
幹
部
に

苦
言
を
呈
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
看
護
師
不

足
を
〝
追
い
風
〟
に
看
護
師

の
日
雇
い
派
遣
が
解
禁
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
の

特
例
に
も
見
え
る
が
、
議
論

が
始
ま
っ
た
の
は
コ
ロ
ナ
前

の
２
０
１
８
年
、
内
閣
府
が

受
け
た
要
望
に
始
ま
る
。

　
要
望
し
た
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
日
本
派
遣
看
護
師
協

会
」
だ
が
、
提
出
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
認
可
の
２
カ
月
前
。
認

可
さ
え
な
い
団
体
の
要
望

が
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
通
っ

た
形
だ
。

　
同
法
人
の
住
所
を
訪
ね
て

み
る
と
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
管
理
人
は
「
そ
う
い
う

と
こ
ろ
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

ね
」
と
話
し
た
。

　
連
絡
先
に
電
話
し
て
み
る

と
留
守
電
で
、
男
性
か
ら
折

り
返
し
が
あ
っ
た
。
「
そ
の

住
所
は
郵
便
の
受
発
信
場
所

で
す
。
行
政
書
士
か
ら
『
そ

う
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
』
と
聞
き
ま
し
た
」
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
資
金
は
「
人

材
会
社
や
事
業
会
社
か
ら
ご

寄
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。

　
協
力
す
る
会
社
の
一
つ
が

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ナ
ー
ス

だ
が
、
同
社
取
締
役
の
滝
口

進
氏
は
　
～
　
年
、
規
制
改

13

16

革
会
議
の
専
門
委
員
を
務
め

て
い
た
。『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』

ネ
ッ
ト
版
４
月
　
日
付
で
、

23

滝
口
氏
は
こ
う
語
っ
て
い

る
。
　「
看
護
師
の
日
雇
い
派
遣

に
つ
い
て
提
案
し
よ
う
と
事

務
局
に
相
談
し
た
ら
、
規
制

改
革
会
議
メ
ン
バ
ー
で
看
護

師
派
遣
の
会
社
の
責
任
者
が

そ
う
す
る
の
は
、
議
論
を
巻

き
起
こ
す
の
で
好
ま
し
く
な

い
、
と
。
…
…
当
事
者
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
提
案
し

た
方
が
、
議
論
が
進
み
や
す

い
だ
ろ
う
と
考
え
、
我
々
は

手
を
引
き
ま
し
た
」

　
規
制
改
革
で
利
益
を
得
る

人
材
会
社
が
表
に
出
る
と
い

ろ
い
ろ
言
わ
れ
る
か
ら
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
提
案
」

す
る
形
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
川
内
議
員
は
国
会
で
、

「
こ
れ
、
規
制
改
革
な
の
か

利
益
誘
導
な
の
か
、
紙
一
重

で
す
よ
ね
」。
規
制
改
革
会

議
委
員
も
営
利
企
業
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
連
携
し
た
我
田
引
水
に

「
規
制
改
革
」
の
ラ
ベ
ル
を

貼
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え

る
。
　
モ
リ
カ
ケ
は
じ
め
、
既
視

感
あ
り
あ
り
の
光
景
で
は
あ

る
。
だ
が
看
護
師
の
雇
用
形

態
は
、
働
く
者
の
権
利
は
も

ち
ろ
ん
、
人
の
命
に
も
関
わ

る
。
「
規
制
改
革
」
を
掲
げ

た
ゴ
リ
押
し
に
、
厚
労
相
も

内
心
、
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

ジャーナリスト

北　健一

日
雇
い
派
遣
解
禁
の
裏
で

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
錦

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

第56回現業評総会であいさつする石神議長

現業評議会2021年度役員体制

議　　長 杉本　道博（取手市職）
副　議　長 日向寺裕也（県現業労組）
　　〃 岩上真由美（那珂市職）
　　〃 石神　信浩（龍ヶ崎市職労）
事務局長 篠崎　勇一（北茨城市職）
事務局次長 赤津　誠二（高萩市職）
幹　　事 稲葉　　勉（北茨城市職）
　　〃 井上　正博（常陸太田市職）
　　〃 江尻奈陽美（大子町職）
　　〃 倉橋扶美子（常陸大宮市職）
　　〃 相澤　輝子（東海村職）
　　〃 川田　英明（水戸市職）
　　〃 浅野　　要（水戸市職）
　　〃 飯塚　幸子（鉾田市職）
　　〃 馬場　典子（行方市職）
　　〃 笹沼美智子（鹿島市職）　
　　〃 関口　朋和（龍ヶ崎市職労）
　　〃 金久保　昇（県現業労組）


